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M10b 太陽圏サイエンスセンターの設立と活動
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JAXA及び国立天文台との連携のもと、太陽圏システム科学を推進するための「太陽圏サイエンスセンター」
が、2022年度より、名古屋大学宇宙地球環境研究所に新たに設立された (https://chs.isee.nagoya-u.ac.jp/ 参照)。
「太陽圏サイエンスセンター」では、現在稼働している「ひので」「あらせ」「みお」の各衛星・探査機に関する
データファイルの整備、統合解析プログラムの開発と公開、運用計画の立案等の取り組みを進め、国内外の関連
コミュニティの多くのユーザーに活用されている。
「ひので」に関しては、ひのでフレアカタログの維持管理、「ひので」に関連する博士・修士論文リストの作成な
どに加えて、科学目的に応じて加工された 2次データのデータベースの公開を行っている。2021年度の「太陽活
動領域の非線形フォースフリー磁場データベース」に続けて、2022年度には「ひので極磁場データベース」を公開
した。どちらのデータベースにも固有のDOIを付与しており、永続的な検索や引用に役立つようになっている。
また、最近の活動としては、「みお」のデータに関してのデータファイルの整備や解析ツールの開発にも着手す

るとともに、SOLAR-C衛星のサイエンスセンター機能・業務に関する検討を開始している。本講演では、太陽
圏サイエンスセンターの活動についての紹介と今後の展望の報告を行う。


